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令和６年度第１回花巻市博物館協議会 会議録 

 

１ 開催日時 

令和６年７月１１日（木） 午前１０時３０分～午前１１時４５分 

 

２ 開催場所 

花巻市博物館 講座・体験学習室 

 

３ 出 席 者 

(１) 委員名 ９名 

佐藤由紀男委員（会長）、伊藤晴二委員（会長職務代理者）、藤田聖子委員、 

佐藤幸雄委員、鎌田愛子委員、門馬優子委員、大原皓二委員、伊藤金人委員、 

佐々木さつき委員 

 

(２)事務局（博物館） ５名 

佐藤勝教育長、中村良幸館長、村田豊隆副館長、菊池宏美管理係長、 

小原伸博学芸係長 

 

４ 議 事 

(１) 令和５年度事業の報告について 

(２) 令和６年度事業の進捗について 

 

５ 議 事 録 

 

(１) 開会（進行：村田豊隆副館長） 

[協議会成立報告（委員１０名中９名出席、１名欠席）] 

 

(２) 挨拶 

（佐藤勝教育長） 

花巻市博物館は、平成１６年の４月２４日に開館し今年で２０年目という一つの節目を

迎えることができました。 

当時を振り返ると初代館長の梅原先生を始めたくさんの先生方、関係機関、文化庁にご指

導いただき基本設計を進めたこと、造成工事中に突如１００万年前のアケボノ象の足跡が

出てきて設計変更をしたなどということも、一つの思い出となっております。改めて協議会

委員の皆様のたくさんのご理解とご支援に感謝申し上げたいと思います。 

本年度は、開館２０周年を期してテーマ展を始め、二つの特別展、収蔵品展の開催、主要
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収集調査、教育普及活動を進めてまいる予定です。なお、特別展の一つ「アニメージュとジ

ブリ展」花巻市博物館展は、来週の２０日からの開催となっております。 

博物館内に設置しております市史編さん室は、今年度は兼務の職員を含めて９名体制で

業務を進めております。一昨年から数えてこれまで６回編さん委員会を開催し、委員の皆様

から様々な視点からご指導ご助言をいただきながら、協議を進めてまいり、現在市史編さん

項目である分野あるいは時代区分というところで専門部会を立ち上げる準備を進めている

ところです。また、市史編さんとは別に仮称でありますけれども子供向け市史の準備も進め

てまいります。 

本日は、協議会会長および会長職務代理者のご指名をお願いするとともに議事として、昨

年度の事業報告および本年度事業についてお諮りし、協議をお願いしたいと存じます。 

ぜひ忌憚のないご意見をよろしくお願いいたします。 

 

(３)議事 

 

（村田豊隆副館長） 

次第３ 協議会会長の互選および会長職務内容の指名についてです。 

花巻市博物館管理運営規則第９条第１項の規定によりまして、協議会に会長を置き、委員

の互選により定めるということとしております。協議会の会長につきましてどのように互

選いたらよろしいでしょうか。ご出席の皆様からご意見のある方いらっしゃいますでしょ

うか。 

（事務局一任の声） 

事務局一任の声をいただきましたけれどもよろしいでしょうか。 

（異議なしの声） 

それでは事務局一任ということでご提案をさせていただきます。前期に引き続きまして、

岩手大学名誉教授の佐藤由紀男様を会長に推薦したいと思いますがいかがでしょうか。 

（異議なしの声） 

ご異議なしということですので、会長は岩手大学教育学部名誉教授の佐藤由紀男様にお

願いいたします。 

次に会長職務代理者の指名についてです。花巻市博物館管理運営規則第９条第３項の規

定によりまして職務代理者につきましては会長が指名することになっておりますので、佐

藤会長にご指名をいただきます。 

 

 

（佐藤由紀男会長） 

伊藤晴二委員にお願いしたいと思います。 
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（村田豊隆副館長） 

佐藤会長より伊藤晴二様を会長の職務代理者の指名がございました。伊藤様よろしくお 

願いいたします。 

 ここで花巻市博物館管理運営規則第９条第２項の規定によりまして会長が議長になるこ

ととなってございます。佐藤会長におかれましては、会長席にお移りいただきまして、以降

の議事の進行をお願い申し上げます。 

 

 （佐藤由紀男会長） 

引き続き会長を務めさせていただきます岩手大学の佐藤でございます。よろしくお願い

いたします。 

新しく委員になった方もいらっしゃいますので改めて申し述べさせていただきますけど

も、博物館協議会というのは博物館法の第２３条で規定をされている協議会でございます。

公立博物館に博物館協議会を置くことができるということで、あくまでできるという規定

であって置かなければいけないという規定ではございません。花巻市博物館の場合にはき

ちんと博物館法の趣旨を守っていただいて、こうした協議会が設置されている。そうしたし

っかりとした博物館であるということになります。公立博物館で博物館協議会を置いてな

いところもありますので、博物館法の趣旨を守っていただいている博物館だということを

ご認識いただきたいと思います。また協議会は、いわゆる審議会等とは違ってこの場で何か

を決めたり、提案をお聞きし、会全体として提言をするという会議ではございません。 

博物館法にも書いてありますように、博物館の運営に関し、館長の諮問に応ずるとともに、

館長に対して意見を述べる機関であります。あくまで意見を述べる機関ですので、忌憚なき

意見を述べていただいてそれに対してどう考えるかはある意味博物館の方で判断をいただ

くということですので、遠慮なく意見を述べていただきたいと思っております。 

では、議事に先立ちまして花巻市審議会などの会議の公開に関する指針第 4項により、委

員会の公開非公開の決定について委員に諮ることが定められています。例年公開としてお

りますので今回も公開をしたいと存じますが、ご異議はないですね。 

（異議なしの声） 

公開といたします。 

それでは議事に入ります。令和５年度の事業報告について議題といたします。事務局から

説明をお願いいたします。 

 

[小原伸博学芸係長が資料１～８ページについて説明]  

 

（佐藤由紀男会長） 

それではご質問、ご意見のある方はご発言をお願いします。 
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（伊藤晴二委員） 

教職員の博学連携研究会の研修会についてですが、どのような内容で、何人ぐらい先生方

が集まったのかお尋ねします。 

 

（小原伸博学芸係長） 

博学連携研究会では、小学校、中学校の先生方にお願いし行っている事業です。この時は、

「戦争と花巻」という出前事業を実際に見ていただき、「こうしたらもっと生徒にわかりや

すく説明できるのではないか。」というようなご意見をいただいた研修会でした。参加人数

ですが研修研究員の方３名、そして博物館職員４名でした。 

 

（村田豊隆副館長） 

補足になりますが、参加者が研修研究員３名、花巻市博物館職員４名ということでござい

ましたが、昨年度までのこの研究委員会は、市内の学校を、概ね４つの区域に分け、それぞ

れの区域から代表して、学校の先生方に参加いただく委員会という形をとっておりました

ので、市内全部の学校を対象としていませんでした。この研究委員会を見直しまして、令和

６年度からは市内の全部の学校を対象として、各校から先生を１人ずつご推薦いただき研

究会という形で今年度から進めることとしております。 

 

（伊藤晴二委員） 

いろいろな展示を行う上で、教職員との研修、研究会が大切だと思っていました。先生た

ちもわからないとなかなか子供たちを呼び掛けられないということで、そういった意味で

は子供たちが博物館に足を向ける意味でも大事な会だと思います。 

 

（佐藤由紀男会長） 

他にはいかがでしょうか。 

 

（藤田聖子委員） 

出前授業について、いつも我が校にて小学３年生の「昔の道具、暮らし」について出前講

座で来ていただいていて、すごく中身が濃くてですね、実際のものを持ってきてくださった

りとか、クイズ形式で子供たちが飽きないようにやってくださっていて、すごく質の高い授

業をやっていただいていてありがたいなと思っています。 

それで質問ですが、「戦争と花巻」という授業を小学校と中学校両方やられているようで

すが、中身については小学校と中学校では、変わるのでしょうか。 

 

（小原伸博学芸係長） 

小学校と中学校の中身が変わるかという質問でしたが、変わらない内容とはなっており
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ます。 

 

（藤田聖子委員） 

受けた出前講座の内容について、小学校と中学校で打ち合わせをしておくことが大事で

はないかと思いお伺いしました。 

 

（佐藤由紀男会長） 

他にはいかがでしょうか。 

 

（佐々木さつき委員） 

６ページの修学旅行学習等の対応のところですが、地名が入っている幼稚園とか保育園

とかはどこの地域っていうのがわかるのですが、地名が入っていないところはどの地域に

なりますか。 

 

（小原伸博学芸係長） 

都市名が書いてあるところは他県や他市、書いていないところは花巻市内となっており

ます。 

 

（佐藤由紀男会長） 

他にはいかがでしょうか。 

 

（門馬優子委員） 

修学旅行とか校外学習等見学の対応ですけどかなりの人数が来ているようですが、これ

も博学連携の考え方がかなり浸透して博物館に子供たちが足を運ぶようになったんではな

いかと思って喜ばしいことだと思っておりますが、見学する側に博物館に来る交通手段は

任せているのでしょうか？例えば市のバスを優先的に使うなど、そういったことをされて

いるのでしょうか 

 

（菊池宏美管理係長） 

校外学習等につきましては、いらっしゃる方々が交通手段を準備されております。 

 

（門馬優子委員） 

７０人以上で見学に来ている学童クラブもありますが。 

 

（菊池宏美管理係長） 

この学童クラブに伺ったところ、低学年はバスを借り上げての来館、高学年はあえて路線
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バスを利用し、博物館への行き方、バスの乗り方といった部分も学習する機会として博物館

見学を利活用しているとのことでありました。 

 

（門馬優子委員） 

大変いい取り組みだと思っております。 

 

（佐藤由紀男会長） 

他にはいかがでしょうか。よろしければ次の議題として令和６年度事業の計画について

事務局から説明をお願いします。 

 

[小原伸博学芸係長が資料９～１１ページについて説明] 

 

（佐藤由紀男会長） 

それではご質問、ご意見のある方は発言をお願します。 

 

（大原皓二委員） 

 「多田等観－遥かなるチベット－」の展示はとてもよかったです。期間中何人観覧したの

か教えていただきたいです。 

 

（菊池宏美管理係長） 

 ５月２５日から７月７日まで４４日間開催しまして、１，９５３人の方が観覧されました。 

 

（佐藤由紀男会長） 

学芸員の方が展示を補完するような講座ができたらと思うのですが、「縄文ワールド」の

展覧会の会期中に館長講座が予定されていますが、どのような内容を予定されていますか。 

 

（中村良幸館長） 

 10月に私がお話するのは花巻の縄文時代ということで、「縄文ワールド」では花巻の縄文

遺跡の遺物も展示しますので、それについてお話をしたいと考えております。 

記念講演会で原田さんには全国的なお話をしていただくことと考えております。 

 

（佐藤由紀男会長） 

大規模な企画展だけではなく、市内には花巻市が管理する博物館や博物館類似施設がた

くさんあると思います。例えば同じように歴史と文化財を扱うということですと、総合文化

財センターがそうだと思います。総合文化センターのホームページを見ると、１２月から２

月まで縄文時代の人々ということで、写真展をフォローするような形で計画されていると
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思います。こうした連携はとても大事なことだと考えています。そうした意味で、他の博物

館のポスターなど掲示していると思いますが、同じ花巻市のことですので、できるだけお互

い連携できるように、博物館に来た時に「他ではこんなことをやっているんだ、回ってみよ

う」という方がいないとも限らないので、ポスターの掲示について考えてみてください。 

 

（村田豊隆副館長） 

 ポスターなどの掲示の工夫について検討させていただきます。またホームページなどで

も、関連施設がお互いにすぐ見られるような工夫も含めて、文化施設というところでの関連

づけを検討したいと思います。 

 

（佐藤由紀男会長） 

他にはいかがでしょうか。 

 

（大原皓二委員） 

 館内に水分を吸収する場所が使えない状態ですが、子供たちもたくさん来るでしょうか

ら、ぜひ早めに直していただきたいと思っております。 

 

（菊池宏美管理係長） 

 コロナの期間に水飲み場の使用を中止しており、使用していなかった時間が長かったも

のですから、安全に飲める状況を確認した上で使用いただくことで対応したいと思います。 

 

（佐藤由紀男会長） 

他にはいかがでしょうか。 

 

（門馬優子委員） 

 各地区には図書館がございまして、総合文化財センターは大迫にあるのですが、なかなか

遠く足を運べない方も、各地区にある図書館ですと気軽に足を運べる優位性があると思い

ます。東和図書館の場合ですと博物館の「アニメージュとジブリ展」、萬鉄五郎美術館の「オ

ードリーヘプバーンの写真展」、これらに関連した企画を図書館の方でやっております。こ

れは各館に任せていらっしゃるかとは思いますが、博物館の方でも各図書館にそういう企

画に関しての働きかけは行っているのでしょうか。 

 

 

（小原伸博学芸係長） 

各図書館や施設などには博物館の事業は共有しております。 
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（佐藤由紀男会長） 

他にはいかがでしょうか。 

よろしいですか。それでは、以上をもちまして本日の議事は終了いたします。 

委員各位のご協力に感謝申し上げます。ありがとうございました。では進行は事務局にお

戻しいたします。 

 

（村田豊隆副館長） 

次第５ その他になります。皆様の方から何かございますか。 

閉会の挨拶を館長から申し上げます。 

 

（中村良幸博物館長） 

花巻市博物館では、出前講座に力を入れており各学校等で大変好評を得ておりますが、各

コミュニティでも出前講座を活用していただけるよう進めていきたいと思っております。 

博学連携につきましてもご意見いただきましたが、７月１日に小学校、７月２日に中学校

の先生方にお集まりいただき、実際に展示等を見ていただいたり出前講座の内容について

説明をしまして、貴重な意見をたくさんいただきましたので、有意義な研修会だったと思っ

ております。博学連携を事業として行うことができる博物館は少ないので、花巻市博物館は

この事業に力を入れており、より一層頑張っていきたいと思っております。 

常設展示のニューアルについて検討しておりますが、現在の常設展示は旧３町の資料が

全く展示されてない状況ですので、リニューアルでは展示していきたいと思っております。 

併せて資料調査も進めておりますので、貴重な資料あるいは資料について情報がありま

したら、博物館にお知らせいただければ、調査していきたいと思います。 

本日はどうもありがとうございました。 

 

（村田豊隆副館長） 

以上をもちまして令和６年度第 1 回花巻市博物館協議会を閉会いたします。本日はお忙

しいところどうもありがとうございました。 

 


